


は じ め に

私たちのまち宇治は、宇治川のほとりに京都と奈良を結ぶ交通の要衝として生まれ、自然
と人々の生活が深いつながりを持ちながら発展してきました。
平安貴族の夢見た世界を今に伝える平等院、中世より続く茶文化の香りを伝える町並みな
ど、宇治の特色ある佇まいは、その周囲を取り巻く美しい自然とともに、人々の生活が行き
交い、重なり合いながらかたちづくられてきた歴史に色濃く彩られています。

宇治市環境保全計画は、こうした宇治独自の環境と人々の関係を踏まえながら、宇治市環
境保全基本条例に示された「市民が健康で安全かつ快適な生活を営むための、良好な環境の
保全およびその確保」を目指すため、2000（平成12）年に策定され、10年以上が経過しまし
た。
その間、環境問題は身近な生活環境に影響を及ぼす公害から地球温暖化や生物多様性と
いった地球規模の環境問題へと広がりを見せ、持続可能な発展に向けた社会づくりを目指す
動きがより活発化しています。
こうした変化を踏まえ、宇治市第5次総合計画に掲げられた、めざすべき都市像「みどり
ゆたかな住みたい、住んでよかった都市」を環境の面で実現するため、このほど新たに「宇
治市第２次環境保全計画」を策定しました。

本計画では、「将来にわたって豊かさと潤いを実感できるまちづくりのためには、身近な
環境だけでなく市民の生活基盤が将来にわたって守られることが重要である。」との基本理
念に立ち、持続可能な「ふるさと宇治」を築くためのそれぞれの役割を市民の皆様に分かり
やすく示すことを目的としています。
本計画に掲げられた望ましい環境像『宇治の豊かな「歴史・文化」と「自然」を守り育
て、将来にわたって安心して暮らせる「ふるさと宇治」』の実現のためには、市民、事業
者、市が問題意識を共有し、地域の力をひとつにして取り組むことが何よりも重要です。

結びに、計画の策定にあたり、多大なご尽力を賜りました宇治市環境保全審議会の皆様
や、貴重なご意見、ご提言をお寄せいただきました市民、事業者の皆様に心より御礼申し上
げます。

　　　　　　　平成25年　3月

　　　　　　　　　宇治市長　山本　正
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